
Sai 2017.8

7

Sai village

前期歯科保健指導を実施しました

佐井村内の小・中学校で前期歯科保健指導を行いました。
佐井中学校では福浦中学校、牛滝中学校と合同での歯科保健指導を、多目的ホールで実

施しました。むし歯や歯肉炎の原因は歯垢中の細菌であり、それらを予防するための知識
や、好ましい歯ブラシの形態などをクイズで確認してから、小学校から中学校現在までの
歯・口の健康状態を自分の記録を見ながら振り返る作業を行いました。小学生でむし歯が
あっても、乳歯が生え変わりむし歯がなくなった生徒が多いのですが、中学生になり歯肉
炎や新しいむし歯ができてしまうことがあります。歯・口の健康は生活習慣と深く関わっ
ているので自分自身の口腔状態を知ることで、普段の生活習慣の見直しができると思いま
す。佐井村の子どもたちがおじいちゃん、おばあちゃんになっても自分の歯でしっかりと
噛んで食事ができるように、今後も歯科保健指導を通して情報提供をしていきます。

健康は健口から

2016年の⽛厚生労働省 歯科疾患実態調査⽜で、80歳で自分の歯が20本以上ある人の割
合が51.2％に上ることがわかりました。⽛80歳で自分の歯を20本残そう！⽜と1989年から
提唱された8020（はちまるにーまる）運動。永久歯28本中20本の歯が残っていれば、ほぼ
何でも食べられることを知ってもらい、歯を大切にする意識の向上を図ってきました。そ
して長寿と歯・口の健康は深く関わりがあります。佐井村でも歯の定期健診やクリーニン
グ、歯石除去で受診される方が増えています。⽛歳をとったから歯を抜く⽜のではなく、い
つまでも自分の歯で食事ができるように、口腔ケアを心がけてください。


